
2022年度 学会シンポジウム 

「ヤングケアラーはいま」を開催！ 

2022年 6月 4日（土）に北海道札幌市の ACU45でハ

イブリット形式（対面と zoomオンラインの併用）にて学会

シンポジウム「ヤングケアラーのいま」と総会を開催しま

した。シンポジウムには総数 108 名（オンライン参加者：

77 名・対面参加者：31 名）のご参加をいただき、あらた

めて昨今の “ヤングケアラー”に対する社会的関心の高

さをうかがい知ることができました。 

シンポジウムは「第 1部」として「令和 2年度 ヤングケ

アラー調査 行政報告」と「ヤングケアラーの調査からみ

える現状と課題」、「第 2 部」として「シンポジウム 現場

におけるヤングケアラーの支援の現状と課題」の構成で

行われました。 

 

「第 1部」の行政報告では、北海道保健福祉部子ども

未来推進局子ども子育て支援課主幹 小助川 文治 

氏にご登壇いただき「ヤングケアラーの支援に向けて～

知っていますか？ ヤングケアラーのこと～」、次いで札

幌市子ども未来局子ども育成部子ども権利推進課 課

長 山崎 浩子 氏に「札幌市ヤングケアラーに関する

実態調査結果について」をそれぞれご報告をいただき

ました。ヤングケアラーの調査からみえる現状と課題」で

は、北海道大学教育学院 教授 松本 伊智朗 氏か

ら行政報告を踏まえ、北海道でのヤングケアラー調査

の優れている点等をつまびらかにしていただきました。 

「第 2 部」では「シンポジウム 現場におけるヤングケ

アラーの支援の現状と課題」として、シンポジストとして

北海道教育委員会北海道スクールソーシャルワーカー 

栗田 郁子 氏、相談支援事業所 ほたるさんの相談室 

松本 ほたる 氏、精神保健福祉コンサルタント Mental-

Consul 代表 相内 雄介 氏をお招きし、実践報告・

ディスカッションをおこないました。それぞれの日々の実

践の中で、ヤングケアラーとその家族、あるいはそれを

取り巻く支援機関を含めた私たちの社会に関する興味

深いお話が続き、今後、求められる支援やあり方を問う

ディスカッションも展開され、意義深いシンポジウムとな

りました。 

本学会においても引き続きヤングケアラーの問題に

ついて研究を推進していきたいと思います。 

 

第 1回定例研究会 

「ヤングケアラーをめぐる家族と社会を考える」 

定例研究会では、先の学会シンポジウムのテーマで

あるヤングケアラーをさらに深めていきたいとの思いか

ら標記のテーマで研究会を開催します。 

  報告者 亀山 裕樹 氏（北海道大学大学院） 

       今西 良輔 氏（札幌大谷大学短期大学部） 

日時：2022年 11月 1日 18時 30分～20時 

  開催方法：ハイブリット開催 

         オンライン：zoom 
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対面会場：北星学園大学 

〇参加方法については、後日、学会ホームページ、メーリン

グリスト、学会ニュース等でお知らせします。 

 

2022年度北海道社会福祉学会 

「研究助成」応募中！！（応募は 9月末まで） 

 昨年度より、北海道社会福祉学会では、研究奨励・研

究者育成等を目的とした研究助成をおこなっています。

奮って皆さまのご応募をお待ちしております！！ 

・助成内容：1件につき 10万円（対象件数 2件） 

・対象：北海道社会福祉学会に在籍している者 

（B会員は除く） 

 ・昨年度は 2件の研究課題を採択し助成しています。 

・詳細は、北海道社会福祉学会ホームページや研究

助成募集の案内を参照のこと。 

 → https://hssw.jp/ 

 ・締め切り：9月末まで 

 

北海道社会福祉学会 60周年記念 

シンポジウム・研究大会 開催日 決まる！ 

 今年度本学会は、創立60周年を迎えます。そこで

「あらためて問う地域共生社会」をテーマに本学

会 60周年記念シンポジウム・研究大会を 2022年 12

月 10 日（土）に開催いたします。同日は研究発表

もございますので会員のみなさまにおかれまして

は、奮ってご参加いただければ幸いです。 

 大会の詳細につきましては後日ホームページ、

メーリングリスト、学会ニュース等でお知らせし

ます。 

 

 

 

『北海道社会福祉研究』第 42号が 

発刊されました！ 

 本学会学会誌「北海道社会福祉研究」第 42 号（電子

ジャーナル）が 2022年 3月に発刊されました。2020 年

度に開催されたシンポジウム「不安定化する「家族」ソー

シャルワーカーの抱く家族像の二面性と葛藤」について

掲載されています。各シンポジストのご報告が、かわら

ぬ熱量で学会誌に掲載されております。また本年度も

会員諸氏からの論文等の積極的な投稿をお待ちしてお

ります。 

 

2022年度の新理事・委員会体制について 

 去る 2022年 6は 日に本学会シンポジウムと共に開催

されました総会において、2022 年度～2024 年度の理

事・委員会体制が承認されました。引き続き大友芳恵会

長のもと、北海道社会福祉の増進、社会福祉の研究の

推進をして参ります。どうぞよろしくお願い致します。 

 2022年度 北海道社会福祉学会 

          理事・委員会体制    （敬称略）  

会 長  大友 芳恵（北海道医療大学 

 ・北海道ブロック担当全国理事） 

総務担当理事  近藤 尚也 （北海道医療大学） 

研究担当理事  松岡 是伸 （北星学園大学） 

中村 直樹 （北海道教育大学） 

機関誌担当理事  永井 順子 （北星学園大学） 

会計担当理事  今西 良輔 （札幌大谷大学） 

監 事  中村 和彦（北星学園大学） 

横山 登志子（札幌学院大学） 

研究活動委員会  松岡 是伸（再掲） 

中村 直樹（再掲） 

保田 真希（北翔大学） 

片山 寛信（北海道医療大学）  

長濱 章雄 （旭川大学） 

機関誌編集委員会  永井 順子（再掲） 

丸山 正三(藤女子大学) 

栗田 克実(旭川大学) 

畠山 明子(星槎道都大学) 

久野 真知子(北翔大学) 

伊藤 新一郎(北星学園大学) 
【編集後記】 

 学会ニュースのお届けが、遅れ失礼いたしました。本年度

は本学会創立 60 年周年でもあります。研究活動をより一層、

盛り上げていきたいと思います。（M＆N） 


